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介護関連の課題を俯瞰するため作成した本マップからは、想像
以上に複雑な要因が絡み合う現状が見て取れます。なかには課
題同士が相反するものもあり、課題解決のむずかしさと、だから
こそ俯瞰の必要性を感じさせるものもあります。本マップは自由
に改変可能です。多くの目を通じ、より多くの課題とその関係性
が可視化されることを期待します。
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需要

環境供給

死について
話す機会が
ない

死に関する
話題への
タブー感

介護が必要と
いう現実から
目を背けたい

孤独死
してしまう

介護から
の逃避

介護に関する
課題が解決さ
れないまま積
み残しされる

普段から
介護について
話し合わない

わからない
から余計に
遠ざけたく
なる

問題が起き
ても解決
されない

要介護者
の孤独

要介護者の
状況が誰にも
知られない

社会的な
生活が送れず
人との接点が
少ない

誰ともつなが
りがない状態
になる

介護を受ける
ための条件が
整えられない

家族の
介護の負担

家族の精神的・
金銭的な余裕
がなくなる

介護を家族が
担わざるを得
なくなる

介護の負担を
賄うために家族
が私生活を
犠牲にする

現役世代の
負担の増加

貧困問題

要介護者
の増加

介護制度が
浸透しない

医療技術
の発達

財政の
圧迫

現役世代が
結婚から
遠ざかる

少子化で
日本の若者が

減る

科学的な
エビデンス
の不足

エビデンスが
蓄積されず
データが整備
されない

実態に
基づいた
介護の研究
が進まない

介護の実態を
把握する情報
が少ない

政治力の
不足

介護制度を
改善するための
ロビイングの
成功例の不足

うまく
ロビイング
できない

業界全体の
ロビイング
経験の不足

介護サービス
の情報が正しく
伝わらない

介護されること
を受け容れる
準備が不足

家族だから
面倒を見るべき
という固定観
念がある

介護の需要
が増える

介護保険制度
に従って売上
を上げる必要
がある

介護レベルを
改善すると
事業者の報酬
が減る

介護に対する
不満が溜まる

要介護者
のつらさ

介護スタッフ
との関係が
悪化する

ストレスを
家族やスタッフ
にぶつける

要介護者を
配慮してもら
いづらくなる

人材不足

教育不足

採用力不足

業務量に偏り
が生まれる

ベテランの
スタッフが
なかなかやめ
られない

介護スタッフ
の高齢化

リーダー人材
が生まれない

いい人材を
集めることが
できない

教育にお金を
かけられない

一人一人を
尊重するケアの
考え方が浸透
しない

業務のストレス
が蓄積する

職員が虐待を
してしまう

身体的・
精神的な
負担の増加

質の低い
サービス

要介護者・
家族とのトラ
ブルが起こる

セクハラ・パワハラ
介護者の不満噴出
訪問介護時の住環境の問題

施設内の
レクの
画一化など

投資に回せる
だけの余剰
資金が生まれ
にくい

報酬不足

職員の給与が
上げられない/
給与が低い

新たな収益を
得にくい

上限があるため
付加価値ある
サービスを
提供しにくい

日々の業務効
率を上げる余
裕がなくなる

生産性
不足

事業の制約

業務の効率性
が向上しない

抜本的な
改善・長期的な
取り組みが
できない

ますます
目の前の仕事
に追われる

家族内の
問題

要介護者との
関係が
悪化する

要介護者より
家族としての
意志を押しつ
けてしまう

要介護者の
期待が家族や
スタッフの
負担になる

要介護者と
家族の間で意思
疎通が難しく
なる

介護の情報を
集めない

介護の
リテラシー
不足

業務量が
増える

介護の情報を
どう集めて
いいかわか
らない

介護に対する
リテラシーが
不足

介護について
どういう状態
が理想かわか
らない

介護に必要な
予算が準備で
きない

介護の負担が
重いまま

介護制度が
利用されない

普段から家族
と要介護者の
交流がない

職員が
すぐにやめて
しまい人材が
育たない

リソースが
限られ、採用
担当をつけ
にくい

中小企業が
多い

介護の情報を
発信する余裕
がない

採用に力を
入れられない

利用者の
ニーズに応える
インセンティブ
が薄い

介護制度の
認知が浸透
しない

行政の
発信力が
ない

高齢者の
寿命の増加

救える命が
増える

社会保障費が
増える

省庁間の意見
の不一致

医療の
技術向上

省庁などの
提出書類が
紙ベース

介護制度が
改善されない

介護のやり方
をどう改善す
べきか明らか
にされない

財政の圧迫

国の在宅介護
の方針

紙ベースで
仕事をせざるを
得ない

介護業界への
予算が不足

高齢者の割合
の増加


